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今年度第2回目！

盛年会クリーン作戦盛年会クリーン作戦盛年会クリーン作戦盛年会クリーン作戦 ～～見見えないえない所所をよりをより美化美化
　　　　　　綺麗綺麗なな街街づくりを～づくりを～

参加人数は過去最多！参加人数は過去最多！
10月16日㈰に盛年会主催クリーン作戦に参加さ

せて頂きました。当日の参加人数は27人で、過去最
大の人数が集まりました。今回は、４班に分かれ支
部会館付近から徒歩圏内地域を清掃していきました。
開始前は、綺麗な街だと想定していたのですが、
清掃活動を始めてみるとタバコの吸い殻や空き缶な
ど多くのゴミが集まり、とても驚きました。
「盛年会はこれからも、このクリーン作戦を通して
街の美化に貢献し地域に愛されるような組織を目指
して活動していきます」と中村会長からもお言葉を
頂きました。

過去最多の27人で開始前にミーティング

見えない所をより念入りに 一回の活動でこんなに多くのゴミが…
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富士見分会富士見分会

拝東一分会拝東一分会

２分会を２分会を
Pick up!
Pick up!

秋の月間奮闘により、11月１日現勢を3,956人と
し、対１月１日現勢をプラス29人とすることができ
ましたが、12月１日現勢は3,911人と対１月１日現
勢マイナス16人となりました。12月は組織増勢に
ついて最後の奮闘を行うと同時に組合員同士の仕事
のつながり・横のつながり強化と青年・後継者世代
へアプローチし忘新年会や学習会等に誘い、役員の
発掘も同時にすすめていきましょう。
また実増を勝ち取るためには組織の増勢と合わせ
て脱退の抑制も必要となります。2022年の脱退率
は、12月１日時点で509人となり昨年の同時期489
人と比較すると微増しています。年末についても多
くの仲間と対話を継続して行い、脱退防止と組織増

	分会名	 月間目標	 月間成果	 月間残
	砂　川	 4	 ★4	 0
	けやき	 4	 1	 3
	高　松	 6	 3	 3
	国　立	 3	 	 3
	立川南	 3	 1	 2
	富士見	 4	 3	 1
	昭島中央	 5	 1	 4
	玉　川	 4	 	 4
	拝島東１	 4	 1	 3
	拝　島	 9	 5	 4
	事業所	

49
	 16	 33

	直　属	 	 	 0
	合　計	 95	 35	 60

年末拡大月間成果表

勢に奮闘しましょう。ま
た、未納・滞納克服運動
を進め未納・滞納者との
対話を深めることで、極
端な収入減や不払いなど
一人で悩みを抱えている
仲間に寄り添い、国・都
・自治体・組合の制度を
活用し、また仲間のつな
がりで根本的な解決をし
ていきましょう。

仲間に寄り添い組織実増・強化をめざそう！仲間に寄り添い組織実増・強化をめざそう！年末拡大年末拡大

分会バスレクリエーション
秋の拡大を成功に導いた

うす曇りの中、チラチラ紅葉が迎える富士スバル
ラインを眺めながら富士山五合目見張台に到着しま
した。まずは御嶽神社を参拝しました。晴れ晴れと
した天気と、目の前に広がる刻々と変わりゆく雲海
の雄大なパワーを受けているような感覚になりまし
た。御嶽神社を満喫した後は、富士山の散歩をしま
した。中には乗馬で散歩した人もいました。その後、
富士山の八合目の方まで行ったのですが雲がかかっ
てきてしまい、広大な景色を見ることができず残念
でした。昼食は河口湖畔の古民家の山海炉端焼きに
ほうとうを食べ、参加者皆さんでワイワイと大盛り
上がりでした。帰りのバスの窓から見える山中湖や
紅葉色づく木々に囲まれる富士山はとても素晴らし
かったです。笑顔が少しでも欲しい今この時だけに

自然とみんなが笑顔になれてとても楽しいバスレク
となりました。　　　　（富士見分会・手捲文江）

10月２日に拝東一分会は中間決起集会で埼玉県の
サイボクへ行きました。晴れ晴れとして真夏の暑さ
でしたが多くの方に参加いただきました。行きのバ
スでは、末永分会長・清水委員長の２人から拡大目
標達成の意志統一や仲間の絆の大切さなどについて
挨拶がありました。
現地に到着すると温泉に入る人とアスレチックで
遊ぶ人に別れ、それぞれが満喫していました。お昼
には、レストランで BBQだったので肉や野菜を皆
でたくさん食べました。なかなか普段分会の皆さん
とお会いする機会がなかったので、コロナの影響の
ことなど様々な話をすることができました。食事後
は、自由時間でサイボク直営のハム・ウインナーな
どをお土産に買い、最後に全員での集合写真を撮り
解散となりました。
今回のバスレクでは、コロナ禍などのこともあり、

なかなか人数が集まらなかったのですが、それでも
24人もの人に参加していただけて「楽しかった」「ま
た参加したい」などの言葉も聞けたので開催して良
かったと感じました。今後もバスレク等イベントを
開催してより分会の絆を深めていきたいと思いま
す。　　　　　（拝東一分会担当役員・並木晴己）

飲んで食べて話して笑った

絆を深めたサイボクバスツアー
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11月５日㈯、立川ホテルエミシアで多摩西部・府
中国立支部共催での事業主セミナー・交流会が開催
されました。
働き方改革が叫ばれている近年、私たちの業界に
もその波はきていて避けては通れない時代が来てい
ます。特に残業代や労働時間の把握と削減などの厳
格化は年々厳しくなってきています。
そういった背景もあり、労務関係の学習をして理
解を深めようという目的で今回のセミナー交流会が
企画されました。講師の社会保険労務士北村先生よ
り、事業主の立場から働き方と人材の育成・新入社
員の定着の問題点などについて、実例を踏まえての
講義がありました。短い時間ではありましたが、と
ても濃い内容ですごく勉強になったと思います。
今回は両支部の出席者を合わせて、42社50名の
出席がありとても賑わいのある交流会になったと思
います。皆さんご協力ありがとうございました。ま
た、開催し交流を深めていきたいと思います
　　　　　（事業所対策委員会担当・白倉和行）

以前事業主交流会へ参加した時に色々な職種が参
加するなか塗装関係の参加者がとても多く名刺交換
などで盛り上がっていました。塗装・防水の職種の
組合員で集まる会が出来たら良いなと考えていた頃
に今回仕事対策部で開催をしていただくことが出来
ました。初めての試みでしたが17人、15事業者に
参加をしていただき１部では松井書記による石綿に
つての現況やインボイスについて講義がありまし
た。２部の交流会（自己紹介・名刺交換会）では仕
事内容や人材不足、現場での悩みなど意見交換をお
こない大いに盛り上がることが出来ました。
今回を会の発足として、今後も講習会や勉強会を
開催して交流を深め、塗装・防水職人や事業主・事
業所それぞれの情報交換や現場での互助関係につな
げていけたらと考えています。興味のある勉強会、
講習会などの要望がありましたらご意見をいただき
たいと思います。次回開催の参加をお待ちしていま
す。　　　　　　　　　　（玉川分会・瘧師孝行）

10月30日㈰に立川市第三小学校での防災訓練に
参加しました。私たちは油圧ジャッキの取り扱い方
と住宅相談の受付を行いました。油圧ジャッキの扱
い方では、小さい子供からお年寄りの人達が次々と
体験をしていて大人気でした。大人が屋根の上に２
人乗っている状態のところを油圧ジャッキで軽く持
ち上がることを披露した時には大歓声がおきていま
した。他のブースの見学に行くと、陸上自衛隊のブ
ースで熱海市の土砂崩れ災害時の救助写真が展示さ
れていました。膝まで泥に浸かり丸太を担いでいる
姿を目の当たりにし、その勇姿に感謝の気持ちが込
み上げてきました。今回の防災訓練に参加し、より
一層防災への意識が上がったかと思います。今後も
有事の際に素早く行動できるよう準備をしていきた
いと思います。　（仕事対策部部長・粟野万壽夫）

シニア友の会は、11月13日㈰に28人の参加で秩
父へバスレクに行って来ました。最初の目的地秩父
ミュウズパークには野外ステージなどがあり、家族
で楽しめる自然豊かなテーマパークでした。私たち
が行った時期は例年紅葉などが綺麗に色づいている
と聞いたのですが、既に落ち葉の絨毯となっていて
残念でした。公園を後にし、向かった先は今回の旅
行のメインとなる温泉と昼食を食べる湯の宿「和銅」
です。和同は日本最古の流通貨幣、和同開珎誕生の
地であり、秩父七湯の中でも最も古い歴史のある温
泉宿でした。温泉の後の昼食は、お酒も飲み大いに
盛り上がりました。その後もお土産を買ったりと最
後まで大盛り上がりでのバス旅行となりました。ま
た是非開催して、次回はもっと大勢の参加で、でき
ればマスクの無い笑顔の溢れるバスレク旅行ができ
ればと思っています　（シニア友の会・小島有司）

11/511/5

10/3010/30 11/1211/12

11/1311/13

多摩西部・府中国立支部共催・多摩西部・府中国立支部共催・事業主交流会事業主交流会

チーム巧・チーム巧・立川市防災訓練立川市防災訓練

シニア友の会・シニア友の会・秩父秩父バスレク旅行バスレク旅行

業種別交流会 第１回・業種別交流会 第１回・塗装業交流会塗装業交流会
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女性女性のの会会

多摩西部支部女性の会 お問い合わせ先　多摩西部支部女性の会 お問い合わせ先　042-535-3332042-535-3332　担当：嶺村　担当：嶺村
Facebook更新中‼ 定例会や四役会議、イベントの情報など配信定例会や四役会議、イベントの情報など配信

今年もコロナ禍で制限はありましたが「できる事を
できる時に」と活動をしてきました。
春、秋の拡大ともに達成することができ、たくさん
のご協力を感謝いたします。
ありがとうございました。
2023年は、女性の会は50周年を迎えます。
記念式典も予定しておりますので、
来年の女性の会の活動にも、
どうぞご協力、ご支援よろしくお願い致します。

●●		女性健診女性健診
	 １月22日㈰ 9：00～13：00	 １月22日㈰ 9：00～13：00
	 支部事務所　定員70人	 支部事務所　定員70人
●	●	１月定例会＆新年会１月定例会＆新年会
	 １月23日㈪	 １月23日㈪
※	※	会場は決まり次第お知らせします会場は決まり次第お知らせします

【と　き】	 １月22日㈰　9：00～13：00
【ところ】	 支部事務所
【締め切り】１月６日㈮まで
【定　員】	 70人（先着）

私の兄は、8年交際した女性と結婚しました。義
姉は、私と同級生で赤ちゃんができるまではキャリ
アウーマンでした。働いていた時はもちろん会社で
の健康診断を受けていましたが、仕事を辞めてから
は受けていませんでした。出産から２年間、元々胃
の調子が良くなかった義姉が、食事も取れない位に
なったので病院に行きました。胃がんと診断され、
その頃には、末期になっており余命３カ月でした。
たった２年間定期健康診断を受けなかったために
30歳の若さで亡くなってしまいました。２歳の子供
を残して…。
女性はとても我慢強いです。寝てれば治る、我慢
すればいいという女性がほとんどだと思います。会
社に勤めていれば、何もしなくても健康診断を毎年
受けられますが、専業主婦の方たちは自分で予約を

しなければ見て貰えません。手遅れになる前に必ず
受診してください。身内を亡くすという体験をした
からこそ、皆さんに受けてもらいたいです。ご主人
たちもこの女性検診に是非、奥様達に声かけをお願
いします。　　　　（女性の会会長・相沢智鶴子）

中小事業者物価高騰等緊急支援事業

※詳しくは、支部までお問い合わせください。

令和３年確定申告における「水道光熱費」「燃料費」の合計額の
30％に相当する額が給付されます。

（法人は５万円以上、個人は３万円以上対象）
【給付額】売上高に応じて
	 法人10・30・50万円、個人5・15・25万円を上限
【締切日】	12月23日㈮まで

女性健診 行女性健診 行います！います！

※	女性だけの健康診断です。
※	お申込方法は、支部までご連絡頂くか専用の
申込書を送付下さい。

●女性健診●

立川市限定立川市限定


